
斑尾高原の観光開発について
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「飯 山か ら12㎞,研 たす ら登 りとな ってい

る道 を進む と,瞬 間パ ッと視界がひ らけ る。

山の中 とは と うてい思えない,ま るで童話の

世界 にで も迷い こんで しまった ような,斑 尾

のペ ンシ ョソビレジの北欧風 山小屋風,ア

ー リーア メ リカ ン風 ,ニ ューイ ングラソ ド風

… …,個 性 あふれ るペ ソシ ョンが,,白 樺 の木

木 に囲 まれ てたたずみ,訪 れ る人hの 目を楽

しませ てい る。……」斑尾 高原開発10周 年記

念誌 に記 され た紹介文 の一節であ る。(注1)'
ふ るさと

又 この地は,文 部省唱歌 「故里」「朧月夜」

の作詞者 として知 られた高野辰之の出身地

(飯山市に隣接 した豊田村)で ∫これらの歌

も生家のあ った斑尾山麓一帯を想いながら作

詞 された ものと伝えられている。(注2)

斑尾高原は,長 野県最北部に近い飯山市

西部,長 野 ・新潟 両県境に位置 し,斑 尾山

(1,382m)の 北東麓に広がる海抜約1,000m

の広大な高原地帯で,夏 の平均気温22C,

冬は11月 下旬より2mを 越す深雪地域であ

る。総面積312hα の中にスキー場をは じめ,

図1 岩 万地形図 飯山を縮小
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ホテル ・ペンシ ョン・別荘 ・ショッピングス

トリー トなどが,長 野県企業局をはじめ,地.

元市町村 と藤田観光(現 斑尾高原開発株式会

社)を 核 として,昭 和40年 代初期より官民一

体の形で人里離れた無人の山地を開発し10数

年にして今日の盛況を迎えるに到った。

飯山市内より,斑 尾高原に通ず る12㎞の取

付道路(標 高差約650m)を 利用 し,路 線バ

スで約45分 。・東京 より夏 ・冬の両季には,斑

尾高原行直行バスが毎 日2往 復,大 阪からも

直通バスが運行されてい る。又夏季には上越

新幹線越後湯沢駅前 より直通 リレーバスも運

行され,東 京から4時 間弱,中 京方面からも

中央西線 ・飯山線経由で約5時 間で到達でき

る距離にあ り,最 近急速に知名度の高 くなっ

た高原上の リゾー トタウンである。

長野県では,県 内観光地を8地 区に区分し,

開発 ・整備を計 ってお り,斑 尾高原は志賀高

原ブロックに属 しているQ(注3)

県内観光地のほとんどが,夏 季に観光客入

⇒ 万

年

斑尾高原

表1長 野県主要聟光地ブロック別入込数
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込の最高数値を示 しているのに対 し,志 賀高

原ブロックは冬季に最高数値が現われている。

域内には山内温泉郷(湯 田中温泉 ・渋温泉),

南志賀温泉郷(山 田牧場 ・五色温泉),志 賀

高原,木 島平,野 沢温泉,戸 狩,斑 尾高原,

その他苗場山 ・鳥甲山地区,秋 山郷などが含

まれ,苗 場山 ・鳥甲山,秋 山郷など以外はい

ずれも12月 ～4月 に入込客の最高数値が現

われてお り,雪 を資源とした観光地である。

この点では県内の中部山岳ブロックの白馬村

(八方尾根 ・白馬山麓)な どに一脈通ず るも

のがある。今回は,斑 尾高原の開発過程と現

況について調査をすすめた。

H

飯山市を中心 とした地域は,長 野県内では

最高の豪雪地域で,飯 山市 も昭和40年 頃 より

高度成長 を遂げた日本経済の下積的存在 とし

て,深 刻な過疎化現象の影響下にあった。特

に豪雪は地域経済に大きな財政的圧迫 として

のしかか り,地 域発展の大きな阻害要因とな

り,立 ち直 りをも困難にしていた。 この頃か

ら過疎対策の一環 として,斑 尾山麓開発の実

現化についての具体的計画が急ピッチで進展

しは じめた。長野県 も豊富な観光資源を活用

し,過 疎に対応す ることが急務 と考えていた

時期 とも合致 し,開 発に対するアプローチは,

行政側から始動 しはじめた・(注4)

先ず長野 ・新潟両県を結ぶ林道(沼 ・万坂

線)の 改修を手始じめに,昭 和40年 には斑尾

高原開発林道(沼 ・万坂線)期 成同盟が結成

された。又観光開発のためには,土 地提供の

形での地域協力が必要であるが,こ れに対し

て斑尾高原開発の場合は,41年6月 に飯山商

工会が母体とな り,飯 山開発準備会が結成さ

れ,住 民への理解と協力を求めると共に,関

係機関に対しても積極的行動が開始された。

その結果,同 年9月 には長野県企業局公営企

業管理担当者の現地視察もあ り,斑 尾山麓の

雄大な自然が再認識され 「菅平方式」による

開発計画が採用されることとなった。42年 に

は,地 域住民と飯山市の協力によ り斑尾高原

観光開発促進期成同盟会が発足し,「 菅平方

式」による開発計画が市議会の承認を得るに

到 った。r菅 平方式」とは,先 ず住民の所有

地を無償で県に提供 し,こ の土地を県企業局

が造成 ・分譲 し,そ の利益を土地提供者に還

元す る方式で,地 主の理解と協力が必要であ

り,又 地区によっては共有地等もあ り,地 区

住民全体の同意が必要な場合もあった。然し

同盟会の熱意 と住民の理解 ・協力の結果,提

供を受けた土地158.7hαが43年3月 に,飯 山市

議会の決議を経て,県 企業局に提供された。

斑尾山は,長 野 ・新潟両県境にまたが り,

開発されるまでは前記 した如 く,ほ とんど人

跡未踏の場所であったが,長 野県側 としては,

「夏の野尻湖,冬 の飯山 ・斑尾」を有機的に

結合させ,地 域住民の経済的効果を増進 させ

る計画で,雄 大な自然を保健 ・休養地 として

開発する必要上,新 潟県中頸城郡妙高村の理

解 ・協力を得る必要があった。一方新潟県側

も,既 に以前から長野県との連携下に斑尾山

麓に県民家族村の建設や道路整備事業推進の

計画があ り,今 後のスキー場 ・ホテル ・ペソ

シ ョン ・別荘などの宿泊施設やテニスコート

等の整備拡充計画もあったため,長 野 ・新潟

両県では行政区を乗 り越えて両県一体化によ

る事業推進の必要性が認められ,妙 高村の土

地96hα が県境を越え長野県に提供されたの

は,飯 山市が県に用地提供の4年 後の47年

4月 であった。更に長野県側の信濃町分用地

57.3hαの提供についての同意 も得 られ るに到

った。溯のぼって43年8月 には,取 付道路の

起工式が挙行された。(注5)

斑尾高原の冬は極めて苛酷で,山 頂付近の

積雪は3mをxる 程であるが,藤 田観光は

この地の特性に着目し,綿 密な調査を経て,
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昭和45年 にスキー場 ・ホテル開設の申請を提

出し,同 年認可された。同時に斑尾高原開発

道路(取 付道路)10.6㎞ も完成 し,高 原開発

も本格化していった。

以上述べた如 く,現 在の国際的リゾー トタ

ウン斑尾高原は,県 企業局 と民間企業の調和

の下に計画的に開発が進められ,47年12月 に

はスキー場及び斑尾高原ホテル(収 容数400

人)も 完成した。又7軒 のペンションも同時

倍

6

期に営業を開始 している。これは リゾー トタ

ゥン斑尾の曙光でもあった。

しかし現在の既開発分は,当 初計画の50%

に過ぎないが,通 年型多目的 リゾー トタウン

としての可能性を密め期待がかけられており,

その発展ぶ りも急ピッチであった。例 〉.7i..ぽ県

内で入込客の多い主要観光地の昭和52年 度 と

62年度の観光客入込数 と消費額の推移をみる

と表2の 如 くである・(注6)
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表2主 要 観 光 地 の 昭 和52年 度 と62年 度 の 観 光 客 入 込 数 と 消費 額 の 推 移
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現在斑尾 高原には,ホ テル12,ペ ン シ3シ

・ロ ッヂ等93 ,保 養 所 ・貸別荘 ・マンシ ョン

等6,店 舗29,そ の他 の施設6な どが集中 し,

最 近流 行のペ ンシ ョンビ レジが形成 されてい

る。一般 にペ ソシ ョンビ レジの形成 過程 につ

いては,開 発の経緯 か ら幾つかの タイプに分

類できる。例えば民間デベロッパーとオルガ

ナイザーが提携し開発した もの,又 はオルガ

ナイザー独 自の開発によるものなどは一般的

な例 と思われ るが,斑 尾高原の場合は,地 方

公共団体 と,民 間デベロッパーが提携 してオ

ルガナイザーとしての役割をはた し,豊 かな

経験を生かし,的 確な先見性が,一 般のホテ

ル ・ペンシ ョン等の経営者にも受け入れられ,

地域全体の協力,互 助的結合が,こ の斑尾発
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1.昭 和40年 代 4.昭 和60年 代

3.・ 昭 和50年 代 後 半

5.店 舗

}⑥・覡 況
号

図3ホ テル ・ペンション ・各種施設 ・店舗の建築年代とその現状

展の強力な原動力となって いた ことは云 うま

でもない。

現在はペソショツ ブームとも云われ,長 野

県内にも白馬山麓一帯,軽 井沢,菅 平,富 士

見高原,蓼 科高原,白 樺高原,霧 が峯,・諏訪

郡原村,そ の他黒姫 ・妙高高原,野 尻湖など

,典型的ペンショ、:ゾビレジが形成 されそいで

更に増加の傾向にあり・1ご'れらも地 域の特性
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を充分生か し立地 してい るわけであ るが,強

力な観光客誘引の因子がなければ,現 在 のペ

ンシ ョンブームを リー ドす ることは極めて困

難 であ ろ う。

斑尾高原の 自然は,四 季を通 し極めて変化

に富み,他 地域 を圧す るに充分 な要因 を具備

してい るが,更 に強力なイベ ン ト等の誘致 に

つ いでの必要性か ら,57年 に ジ ャズの本場 ア

メ リカでNo.1の 伝 統 とスケールを誇 る世 界最

大 のジ ャズイベ ント"ニ ューポー ト ジ ャズ

フ ェステバル"と"ア メリカンビア バ ドワイ

ザ ー"の 協力 で,斑 尾ジ ャズ ・フ ェステ ィバ

ルが実現 した。 この実現 は極め てユニークで

大規模 な企画 として注 目を集 め,斑 尾り8月

に於け る恒例 イベン ト 厂BudweiserNewport

JazzFestivalin斑 尾 」 として脚光 をあび,

本 年第7回 を迎 え,今 後 にも期待が寄せられ,

特 に斑尾 の知名度高揚に大 きく役立 っている。

この前売券の発売地(注7)か ら・夏季 に斑 尾

への 入込観光客の後背地(中 部地方全域,関

東地方の大部分,関 西の大阪市 ・京都市 ・神

戸市 を中心 と した地域)を あ る程度推 測す る

こ ともで きる(図4)。

次 にペ ンシ ョン,・オ ごナーの出身地 につい

ても類似点がみ ,られ る。(調 査 した52軒 中)

東 京 出身者19人(37%),大 阪10人(19%),埼

玉5人(10%),兵 庫 ・京都 ・神奈 川 ・長野 ・

北海道各2名,宮 崎 ・徳島 ・広島 ・岡山 ・愛

知 ・富山 ・群馬各1名 とな ってい る。 又オ ー

ナーの年齢構成 につい ても,調 査 した73人 中

34～43才 が37名(51%)・44～52才 が27名

(37%)で これ らの年齢層で全 体の88%を 占

めてい る。一 方宿泊者 の大半が大学生 を中心

とした青年 男女であ り∫冬季は スキ ー,夏 は

テどス等㊧合宿 としての利用者が多 く,こ れ

らとの年齢差 も比較的少な く,特 にオ ーナ ー

中に はスキ ー;テ ニス等にす ぐれた技術の所

有者 も多 く,宿 泊客 の コーチ として,又 コ ミ

sニ ケー シ ョンを深め る点で も好都合で,こ

れ が大 きな宿泊 客吸引力 ともな うてい る。

斑 尾高原は当初スキー場開発に主眼が置か

れ て きた」 現在 では7コ ース,17基 の 、リフ ト

が設 け られ てお り,更 にサ ンパテイ ックスキ

ー場 に も2基 の リフ トが殼置 されてい る
。観

光客 入込 も12～'4月 の スキ ーシーズ ンに集中

す る傾向にあ るごとは,他 の志賀高原地区の

スキ ー場 と同一 であ る。

斑 尾高原開発当初 の昭和48年 度 入込 観光客

は84,873人 で,そ のほ とんどが スキ ーシーズ

ンに 集中 していた。52年 には245,800人 と入

込数 も急増 し,こ の うち約81%(200,000人)

が12～4月 のスキ ーシーズ ンに集中 し,ス キ

ー リゾー トの性格が強 く現われ てい る
・(注8)

斑 尾 としては当然 オール シーズ ソ型 リゾー ト

地域へ の構想 があ り,夏 の スポ ーツ合宿に強

い期待 をかけ ていた。48年 に は4面 しかなか

った テ ニス コー トも,こ の頃 よ りのテ ニスブ
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一 ムにの り,こ のフ ァ ッシ ョン性が若い女性

の心理 と結合 し,ス ポー ツは テニス,宿 泊は

ペ ンシ ョンの ブーム と共に,テ ニスコー トは

宿泊施設の付帯設備 として必要不可欠 のもの

とな り,51年 度 には総数31面,56年 度 には

108面,更 に62年 度 には ハー ド129・ ク レー

36,合 計165面 の テ ニス コー トが完成 してい

る。(注9)

入 込 客数 も458,000人 に 増加 し(表1参 考),

スキ ーシーズソには入込数の77%に 当 る352,

000人,5～11月 の オ フシーズ ンにも23%に

当 る103,800人 が 訪れ るまでになった。以上

の如 く,斑 尾高原に於け るテニス コー トの位

置づけは,夏 季の各種イベ ン トと共 に,オ フ

シーズンの誘客に対 し極めて有効 な役割 をは

た して きた。

オイルシ ョック以降,高 度経済成長社会か

ら,安 定成長社会の時代に入 り,余 暇及び レ

ジャーに対する国民の関心は急速に進展 し,

最近では観光行動の目的や形態等にも変動が

認め られ,「 総合保養地域整備法」所謂 「リ

ゾー ト法」の施行に よ り,観 光 の意味につい

て も再検討の段階に さしかか りつつ あるとい

え よう。

これ まで斑尾高原の地域変容のプ ロセスの

一端 を述べ てきたわけであ るが ,長 野県 内に

於 て も,菅 平方式に よる開発は,こ の斑尾 高

原,菅 平高原の他に諏訪郡原村があげられ る。

原村 のペ ンシ ョンビ レジも過疎 対策及び,

観 光開発のた め企画 され,村 役場 とP.S.1).

(PensionSistemDevelopment)の 協 力に よ

り実 現 した。 しか し当初の計画では,会 社 の

保 養施設及び別荘地分譲 として開発が計画 さ

れ ていた が,オ イル シ ョックを契機に,大 き

く方向転換せ ざ るを得 な くな り,ペ ンシ ョン

用地 としての分譲 に切 り換え,49年4月 に第

1号 ペ ンシ ョンがオープ ソして以来,現 在は

第1,第2ビ レジ合せ て91棟 の ペ ソシ ョンが

完成 してい る。 しか しテニス コー ト,ゴ ル フ

場,プ ール,レ ス トラン等の付帯施設の開発

・建設 は現時点で も,青 写真の如 くには進展

せず,利 益配分や施設の経営 ・管理面で種h

の 思惑がか らみ,原 村 の場合は完全な成功例
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斑尾高原遠望 ペ ンシ ョン ・レス トラ ン

斑尾高原ホテル ペ ン シ ョ ン

ペンション村案内板

とは云えない面がある。(注10)

これに対 し斑尾高原の場合は,地 方公共団

体及び,民 間デベ ロッパーが提携し,オ ルガ

ナイザーとして開発が進められ,特 に民間デ

ベロッパーとしての斑尾高原開発株式会社の

強力なバ ックボーンと,過 去の豊富な経験的

実績をフルに活用 し,極 めて効果的な各種ア

イデアの展開により,現 在の盛況を迎えたの

シ ョ ッピ ン グ ス トリー トの 一部

であ るが,更 に今後の第二次開発計画 として,

斑 尾山北斜面にスキ ー場を拡張 しリフ ト5基

を設置す ることに よ り,面 積上 では現在の2

倍 規模 のスキー場 とな り,ダ ウ ンヒル コース

が追 加 され るのみ でな く,ク ロスカン トリー

や,ル ージ ュボブス レーな ど全国で も例の少

ない リゾー トスキー場に変貌 させ る計 画があ

る。(注11)更 に第三 次計画では,大 企業の保
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斑尾高原の観光開発について

養施設及び学校寮の誘致も考えられており(現

在,阪 急電鉄保養所,久 保田鉄工保養所その

他数施設が開設されている),斑 尾西麓の信濃

町地籍の開発(ス キー場 ・ゴルフ場)も 計画

されていて,工 事も推進されつつある。(注11)

注3)昭 和62年 度 観光地 利用者統 計調査 結果

:長 野県商工部観光課

注4)前 掲 注1)

注5)前 掲 注1)及 び 市制30い いや ま〈年

表 〉(市 制30周 年記 念誌):飯 山市

注6)前 掲 注3)及 び 同52年 版:長 野県商

工部観光課

注7)BudweiserNewportJazzFestivalin

斑 尾,87パ ン フ レッ ト

注8)飯 山 市観光課資料

注9)斑 尾 パ ンフ レッ ト三斑 尾高原観光協会

注10)レ ジ ャー産業資料(ス キ ー リゾー ト,

マ ネージメン トガイ ド1988):総 合 ユ

ニ コム株式会社

注11)斑 尾 高原(長 野県が開発 した信州の別

荘地)パ ンフ レッ ト:長 野県企業局 ・

長野県地域開発公 団

然 し現在まだ当初予定した開発計画の約半

分が開発されだ ところで,未 開発地域の土地

提供者に利益を還元 しえて,は じめて広域観

光地の構想が実現されるわけであ り,今 後の

発展に期待す るところ大である。

今回の調査に対 しては長野県商工部観光課

主事丸山留里子,斑 尾高原開発株式会社課長

田渕義昌,信 州飯山市観光案内所(在 東京)

所長小野塚岩雄,飯 山市役所商工観光課青木

彰の諸氏に大変お世話にな りました深謝いた

します。

注

注1)斑 尾高原開発10周 年記念誌:斑 尾高原

開発10周 年記念事業実行委員会

注2)飯 山線の旅:飯 山線観光連盟
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